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こ の JACET −ICT 特別企画 で は ニ ュ
ー ラル テ ス ト理論 （Neural　Test　Theory：N ］rr） を活用

し
、

コ ン ピ ュ
ー タ上 で の 「音読評価」 の 可能性や 初級者 Lesson ・Review ・Test へ の Can−do

フ ィ
ー

ドバ ッ ク出力 の 事例 とMoodle を利用 した 自主学習環境で の MT の 応用例 につ い

て 報告 し、大学英語教育に お け る ICT 活用 の 実践例 となるか を討論 した い
。

音読評価 にお ける利 用

学習者の パ フ ォ
ー

マ ン ス を評価 す る際に 、信頼性 の 観 点か ら単独 の 評価項 目を用 い て 評

価を行 うこ とは妥当で あ る とは 言 えない 。 ま た 、 0 点か ら 100点 ま で の 間で 1点刻み の

フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 うこ とは難 し く、受検者に とっ て の 分か りやす さや 教育的 な効果 を

考慮 して 、何段階か に分けて 最終的な評価 を与 える こ とが妥当で ある 。 評価 にお い て分

析的な観点か ら複数の 評価項 目を用い て 学習者 の 評価 を行 うこ とは重要 で あ るが、こ の

評価を最終的な評価に変換す る場合、い くつ か の 困難 が 生 じる 。
NTF は潜在尺度に順

序尺度を仮定す るテ ス ト理論で あ り、 分析者が 設定す る レ ベ ル に受検者 を分 け る こ とが

可能で ある 。
こ の テ ス ト理 論を用 い るこ とで複数の 評価項 目を用い る評価にお い て 学習

者をい くつ か の レ ベ ル に分け る際の 情報 を得る こ とがで きる 。 本発 表で は 、 音読評価 に

お ける NTr の 実用例 を紹介す る。

　本研究で は 6 人の 英語 教師が 14 の 評価項 目を用 い て 101 人の 英語学習者の 音読を評

価 した 。 評価者 は ヨ
ー

ロ ッ パ 言語参照枠 （Common 　European　Framework　of ・Reference：

CEFR ）に基づ い た 訓練を受 けて お り、 本研 究で 使用す る 14 の 評価項 目にお ける 6 段 階

の 評価 は CEFR の 設 定す る 6 つ の レ ベ ル に対応 して評価す る よ う依頼 した 。 こ の 評価を

MT に基 づ き分析 し、学習者 を 3 つ の レ ベ ル に分類 した 。 本研究の デー タ は NTT と高

い 適合度を示 し、音読評価 にお い て NTr の 有用性 が示 唆 された 。
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初級者 Lesson　ReView　Testへ の Can−do 出力

初級者 Lesson　Review　Testへ の Can−do フ ィ
ー

ドバ ッ クを N ］rr を利用 して 行 うこ とにつ

い て 発表す る。 早稲田大学で は英語チ ュ
ー トリアル とい う科 目があ り 、 初心者、初級者、

準 中級 、中級 、準上 級、上 級 の 6 レ ベ ル の レ ベ ル わけの 英会話発信 とイ ン タラ ク シ ョ ン

の 授業が あ る。CEFR の 6 レ ベ ル に可 能な限 り近づ ける よ うに 工 夫 されて い る 。 4 人 の

学 生 に対 して
一

人 の チ ュ
ー一一

タ
ー が教 え、前期 ・後期 と も 20 回の 授業 を毎週 2 回受講す

る とい うもの で ある 。 各 レ ッ ス ン で は 、 2 〜 3 個の Gm −do　Functionsを学習 させ 、 各 レ

ベ ル で 7 回 目の 授業 はそれ まで に学習 した事項 を復習 し、Lesson　Review　Testを受 講 さ

せ て い る。 こ の 発表で は 、
NTr を利用す るこ とで 、 どの Can−do　functi。ns を マ ス ター し

た か しな か っ た か とい う学生 へ の 学習 ア ドヴァ イス を出力 させ る試 み を発表 す る 。
6 レ

ベ ル に属す る学生 それ ぞれ にア ドヴァ イ ス を出力す る こ とは可能で あ るが 、例 と して 初

級者 レ ベ ル の 学生 に対す るフ ィ
ー

ドバ ッ ク を取 り上 げる 。

Moodle を利用 した 自主学習環境で の NTT の 応用

無償 の LMS の 台頭や 、学習者 が主体的 に 自らの 学習 を コ ン トロ
ー

ル す る教 育的意義 の

重視か ら e−leamingを導入す る大学は 確実に増えて い る 。 英語学習の 文脈 の 中で 、　 ICT

を活用 する こ とに よ り 、 比 較的安価で 、 そ して 比 較的容易に 、 教育資源を増やす こ とが

可能 とな っ て い る 。
しか し、よ り良い 環境 や教材が 準備 され て い て も、活発 な学 習がな

され ない ケー ス も多 くみ られ る 。 自主学習が継続 しない 学習者の パ ター ン を分析 して み

る と 、 主 に理 由は 三 っ あ る 。 自身の 目的や レ ベ ル にそ ぐわない
、 非効率な学習を す る こ

とが 多い こ と。また、学習の 仕方 の レ パ ー
トリ

ーが著 し く少 ない こ と。 さらに 、他者 が

積極的に関与 しない と継続 しない こ とが 挙 げられ る。 本発表 で は 、 これ らの 問題 点 に取

り組 み、改善策を探る こ と を目的 とす る 。

　 自律学習は 、 本来的 に は学習者 自身 に学習の 方 法 を任せ る こ とで あ るが、多 くの 教育

実践者 、 教育研 究者が 指摘する よ うに 、 自律に も段階的 なア プ ロ
ー

チが必要 とな る 。 大

学英語 教育の 中で も 、 初級 レ ベ ル の 学習者 は 、教員が 介在 し、タス クの レ ベ ル 調整 が必

要 とな っ て くる場合があ り 、 学習の 仕方の モ デル を示 し、実際 にで きるか ど うか 教師 と

学習者で確認す る作業 が必要 とな る場合 もある。

　本発表で は Moodle で 自主学習す る環境 を構 築 し、そ こ か ら得 られ る教育資源 を、NTT

で 検証 を行 い なが ら、改 善 を図 り、環境 を再構築す る ア プ ロ
ーチ を示 す 。 Can −do 項 目

の 項 目反応 を 、 MT で 分析お よび精査 を行 い 、統 計的根拠に基づ い た学習カ ウン セ リ

ン グが受け られ る環境お よび Self−reflection を実施す る環境 を示す 。 また 、習熟度で ク

ラ ス 分け され た 学習者の レ ベ ル を さらに細 分化 し、テ ス ト項 目や教材 の 困難度 を抽出 し

て 整理 し 、 Moodle で 学習者が 自分の レ ベ ル にあ っ た段 階的な学習がで きる よ うな工 夫

を行 っ た 。 これ らの 方 法論を紹介 しなが ら、よ り良い 学 習環境構築 に関す る議論 を深 め

て い きた い
。
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